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 またア ミノ酸分析法と分析機器の進歩で,ほ とん ど
すべての日常食品についてア ミノ酸の含量表ができて
 1)
いる。そこで これ らの知見に より食品中に不足するア
ミノ酸を添加す ることV'よ って食物の栄養価を改善す
ることがなされている。ことにメチオニンと リジンは
比較的安価に合成できるようにな り,こ れ らのア ミノ
酸を小麦 ・米ならびに配合飼料に添加 してそのタンパ
ク質の利用効果を高めることは広 くなされている。 し
か しア ミノ酸の添加はよほど注意しないと,ア ミノ酸
イ ンバランスとして知られ るように,ご く少量のア ミ
ノ酸の添加で,他 の制限ア ミノ酸の欠亡を促進 して成





成長 し,健 康を保てるが,食 品にア ミノ酸を添加 した
場合,そ の食品中のア ミノ酸含量に添加したア ミノ酸
量を加えた純 ア ミノ酸混合食 と同じ栄養価であるとは
いえない。
 食物中の蛋 白質は消化 され てア ミノ酸になるまでに








り,シ ロネズ ミの成長に必要な10種 のア ミノ酸を2群
に分けて1時 間の差で与えると,体 重の維持もできず
                4)
に減少することが明らかにされている。
 これ らの点 より考えると食品に対するア ミノ酸の添





について,含 硫 ア ミノ酸以外は理想 ア ミノ酸パターン
に近 いカゼインに過剰添加 した場合について2,3の
検討をしたので報告する。
 リジンは メチオニンその他 の必須ア ミノ酸に比べて
過剰の害が少ないア ミノ酸 と考えられ,10°oカ ゼイン
食に5°oの 添加を した場合の体重増加減少率はメチオ
ニン123°o,ヒ スチジン73°oに対 して37%で あるとい
2)
う。また リジンの過剰添加に よる成長の抑制について
    5)        6」      7」
シロネズ ミ.モ ルモ ット,ニ ワトリについて報告があ
り,こ れは リジンの添加によ りアルギ ンの中間代謝が
影響されるためで,ア ルギニ ンの添加で リジン添加に
よる成長の抑制 を回復あるいは減少せ しめることがで
きる。
 また リジンの添加はアルギナーゼ,ト リプシン,カ
ルボキシペ ブチダーゼBに 対す る阻害作用があるとい
5)
う。 また リジンの過剰に よって細胞内のカ リウム含量
が減少す るとの報告もあ る。





















18C L I町 GI肌 L¥肌 G
Casein 11. 1 
Curn starch 31. 6 31. 55 36.45 35.4 
Sucrose 31. 6 31. 55 36.45 36.4 
Salt mixture 5 5 5 5 
Vitamine l 1 1 1 mixture 
Choline 0.2 I 0.2 I 0.2 I 0.2 chloride | 
Soybean oil 9 9 9 9 
L-Lysine 
Tota1 I 100 I 両 1州 100
Average I 
protein content I 18% I 18% I 10% I 10% 
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% % μg5/5 m1 
18C L合 51 7.8 
18C L♀ 40 7.2 59 
18C G色 41 7.4 52 
18CG♀ 43 7.4 52 
10C L合 45 8.2 52 
10C L♀ 43 7. 2 55 
10C G合 42 8.4 56 






















I HI.# I オキシダーゼ活性体重|肝蔵/.Jl ."， '/' ~. 
gl g/O耕附肝gI XO-as指数*
18C L合 I242 I 8. 5 I 234 I 78 
18C L♀ 237 I 8.5 I 144 I 48 
18C G合 156 52 
18C G♀ 247 I 9.3 150 50 
10C L合 199 7.4 42 14 
10C L♀ 167 6.0 84 28 
10C G合 54 18 





飼育期間 体 重 へマト値ク {血直清蛋白 血ン量清リジ 肝重量
肝活性キサンチンオキシダーゼ
リット
02P.lj時/肝gI XO-ase指数日 g % % μg/m1 g 
10C L 合 120 308 40.5 6. 7 52 8. 4 84 28 
10C L 千 120 234 44 7.2 49 7. 1 72 24 
10C G 合 120 291 40.5 6. 7 8. 3 54 18 
10C G 千 120 223 43 7.2 64 7.5 48 16 
18C L 合 240 490 41 7. 1 54 14.5 270 90 
18C L ♀ 260 279 39 7.2 43 
18C G 合 240 454 44 6.2 46 13.2 285 95 
18C G ♀ 260 261 39 7.2 34 8.1 
対照 ♀ 210 244 53 6.3 63 7.5 
対照 合 240 455 46 6.6 30 12.8 252 84 
対照 ♀ 260 318 42 7.4 33 9.8 







































































700 10 20 30 10 50 60 
ふurI日数




10C2L合 69 176 6.9 
10C2L♀ 69 151 5. 8 120 6. 1 
10C2L合 97 182 41 6. 7 6. 7 
10C2L ♀ 97 193 47 7.6 118 6.5 
10C2G合 69 196 42 6. 7 33 9. 1 
10C2G合 69 102 50 8. 7 5.5 
10C2G♀ 69 159 40 5.8 55 7.3 
10C2G♀ 97 183 40 6.3 7. 1 
第6表 貴司 料 五且 成










22.3 20. 1 17.8 15.6 15.6 
31. 25 31. 6 32. 0 32. 35 29. 4 
31. 25 31. 6 32. 0 32. 35 29.4 
5 5 5 5 5 
9 9 9 9 9 
ure 1 1 1 1 1 
1.5 3. 0 4. 5 
i -Na 10.5 
ide O. 2 0.2 0.2 0.2 0.2 














33. 15 42. 4 




O. 2 0.2 
100 100 100 100 100 
18% 18% 18% 15% 。%









A verage protein content 

























20%置換 (18C2L)の場合カゼイ γ含量は 14.5%，


















18C 34. 6:i1. 9 I 6.4土0.6 I 49.3土1.6
18C L I 40.9土2.1I 6.0土0.1 I 65.0土1.2
18C2L I 37.2土2.7i 6.2士0.3 I 51. 4土1.2
18 C 3 L I 38. 7:i O. 7 I 6. 3土0.2 I 53.3土10.6
18C3Glu I 32.8土2.4I 5.8土0.1 I 47.6土 6.2
15C I 40.8土1.2 I 6.2土0.2 I 44.0土 2.4
Protein 






第8表 PER および NPR
|動物数[終体 ~I 体重増~I 摂食 f |摂取 *z l タンパク量gl *3 R I NPR I NPR 
18C 6 104.5土7.5* 42.5土7.3* 98. 7土7.5* 17.8 2.4土0.4*3. 52 
18C L 6 99.5土12.5 39. 5土7.0 103. 7土15.5 18. 7 2.1土O.3 3.20 3.55 
18C2L 6 93. 7土13.0 31. 0土5.9 91. 2土15.5 16. 4 1.9土O.4 3. 13 3. 91 
18C3L 6 85.4土12.0 22.5土7.9 82. 0土14.5 14. 8 1.5土0.6 2. 89 4. 16 
18C3~Glu 4 84.5土15.2 17. U 3. 74 
15C 6 88.5土10.0 26.5土9.2I 77.9土 9.0 11.7 2.3土0.7! 4.00 
Protein free 4 43.3土 6.6 -20.3土5.6I 40.5土 3.3 。
*標準偏差， *2 N X 6.25， *3添加アミノ酸を除き摂取カゼイン量のみから NPRを計算した値
第9表肝 臓 成 分
!?[平均体?lF吋肝指数* 1 肝水zl叩肪;[リン脂質;|タ山質;lグリコーヲ
18C 6 109.3 5.8土0.5 7. 7土O.8 56. 0土2.3 12.1土4.7 
18C L 6 107.3 5. 9 5.5土0.5 65.3 5.5土0.9 7. 0土O.4 50.9土2.8 19. 7土2.8
18C2L 6 99.9 4.5 4.5土0.6 70. 3 4.3土1.2 8. 7土1.0 64. 5土2.5 8.1:i1. 9 
18C3L 6 92. 8 4. 8 5.2土O.7 70. 1 5.5土1.7 6.9土O.9 61. 0土2.8 11. 2土3.6
18C3Gb 4. 7 I~. 3:i O. 7 68. 2 5.5土1.8 6.2土0.1 68.6土2.2 4. 1土2.1 











































I'JI~~ 10仇2耕州μ1体重*1肝「 一一一一 | 
1 '-'z，." "'T /J I 15 ~"v-u"~H3 w¥. /肝総量(A)n.， v+'!oe.151 






l1:59137土 9.3… 1398.3つ50 0.47 
99. 9 i 4. 5 I 176土15.1 57.5土4.9 792. 0 7. 93 1 48 O. 46 
92.8 1 4.8 i 144土15.6 47.1土5.1 691. 2 7. 45 1 41 O. 44 
l973l47[ 即 25.6…4 437.1 4引 23 0.24 
97. 4 I 5. 0 I 134士20.6 43.8土6.7 670 6. 88 I 36 O. 37 
*6匹の平均値ただし18C3G!u，のみは4匹の平均値 *2標準偏差 *3 3日間の平均排世量
に示した。これより明らかなように尿中へのアラント
インの排、准は肝キサンチンオキシダーゼ活性と相関し
















































l gf?ンキI18C 118c L I 18C2LI18C3LI15C I 10C L 110C2LI幼ネズミ *2 I C   I 1 .LO.. .LO..  .LO..."'I .L O.....~LI .Li.J..... .LV.. 1 .v...G 要求量
トリプトファン 1. 05 0.23 0.21 O. 19 o. 16 o. 19 O. 12 0.10 0.13 
アルギニン 4.00 0.89 0.80 O. 71 0.62 0.76 0.44 0.39 O. 30 
ヒスチジン 1. 67 O. 37 0.34 0.30 0.26 0.31 O. 19 O. 16 0.20 
リ 手止 ン 5.76 1. 28 1.16+1.5 1.03+3.0 0.90+4.5 1. 07 0.64+0.84 0.56+1.7 0.45 
ロ イ 、ン ン 6.08 1. 36 1. 22 1. 08 0.95 1. 12 0.67 0.60 0.55 
イソロイシン 6. 14 1. 37 1. 23 1. 09 0.96 1. 14 0.68 0.60 0.60 
3. 00 0.67 0.60 0.53 0.47 0.56 O. 33 0.29 O. 30 
シスチン 0.30 0.07 0.06 O. 05 o. 05 0.06 O. 03 0.03 O. 15 
含硫アミ酸合計 3.30 O. 73 0.66 0.59 0.51 0.61 0.37 0.32 0.45 
フエニノレアラニン) 4.07 0.91 0.82 O. 72 0.63 O. 75 0.45 0.40 0.50 
チロシン 7.40 1. 64 1. 49 1. 32 1. 15 1. 37 0.82 0.74 0.30 
芳香族アミノ酸合計 11. 47 2.55 2.31 2. 04 1. 78 2. 12 1. 27 1. 14 0.80 
スレオニン 6.64 1. 48 1. 33 1. 18 1. 04 1. 23 0.74 0.65 0.35 
ノ、@ リ ン 5. 10 1. 14 1. 03 0.91 0.80 0.94 0.57 0.50 0.65 
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